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女性活躍支援の今後の取り組みは？
第２次高島市

総合計画「せ
せらぐ」

学習機会や情報の提供などを積極的に
進めていきます。

答

　

人
口
が
減
少
し
高
齢
化

が
進
行
す
る
中
、
将
来
に

渡
っ
て
持
続
可
能
な
地
域

社
会
づ
く
り
が
必
要
だ
と

思
う
が
、
人
口
減
少
に
伴

う
住
民
自
治
の
新
た
な
仕

組
み
の
構
築
と
は
。

　

女
性
の
就
労
支
援
や
女

性
活
躍
支
援
の
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

問　

問　

市
長

答
　

人
口
減
少
の
進
展
は
、
住
民

に
最
も
身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

で
あ
る
自
治
会
の
運
営
に
大
き

な
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
地

域
課
題
を
解
決
す
る
仕
組
み
の

取
り
組
み
と
し
て
、「
み
ん
な

で
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
を
考

え
る
集
落
座
談
会
」
や
、
市
役

所
の
複
数
の
部
局
と
社
会
福
祉

市
長

答
　

女
性
が
自
ら
の
意
識
と
能
力

を
高
め
、
一
層
活
躍
す
る
た
め

に
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て
学

習
機
会
や
情
報
の
提
供
な
ど
を

積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
男
女
共
同
参
画

推
進
の
中
核
施
設
で
あ
る
「
働

く
女
性
の
家
」
を
拠
点
と
し
、

ゆ
め
ぱ
れ
っ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
支

援
制
度
の
実
施
や
子
育
て
・
介

護
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
す

一般質問皆様の声を 高島市政に

吹田　薫 議員

ふるさと絆会

●
６
つ
の
新
未
来
政
策
か
ら
、

観
光
振
興
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

協
議
会
の
職
員
が
「
地
域
づ

く
り
応
援
チ
ー
ム
」
を
組
織

し
、
積
極
的
に
地
域
に
出
向

き
、
対
話
を
通
じ
て
地
域
課
題

共
有
の
機
会
創
出
を
働
き
か
け

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
広
域
自

治
の
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
に
よ
り
近
隣
の
自
治
会
と

連
携
し
、
機
能
の
維
持
、
強
化

が
図
ら
れ
る
よ
う
運
営
体
制
の

再
編
を
目
指
そ
う
と
す
る
も
の

で
す
。
地
域
住
民
相
互
の
連
携

や
共
助
、
さ
ら
に
は
持
続
可
能

な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
継
承

が
、
将
来
に
渡
り
地
域
福
祉
に

つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

講
習
会
の
開
催
な
ど
を
通
じ
、

女
性
の
起
業
支
援
や
就
労
機
会

の
拡
大
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
仕
事
と
子
育
て
等
が
両
立

で
き
る
有
効
な
働
き
方
の
一
つ

と
し
て
、「
在
宅
ワ
ー
ク
に
関

す
る
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
す
る

と
と
も
に
一
方
で
、
女
性
が
抱

え
る
様
々
な
悩
み
事
を
専
門
の

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
一
緒
に
な
っ

て
考
え
る
「
女
性
の
悩
み
相
談

室
」
も
定
期
的
に
開
設
し
、
課

題
解
決
に
向
け
ま
し
て
必
要
な

知
識
や
能
力
を
習
得
す
る
こ
と

で
、
家
庭
や
地
域
、
職
場
で
よ

り
一
層
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
目

指
し
て
お
り
ま
す
。

代表質問

高島市働く女性の家


